
 

 

快適な療養生活を送るために 
 

難病患者には運動障害を持つ人も多くいます。 
人が運動すると云うことはどういうことか、運動の大切さを学びます。 
また、快適な療養生活を送るために、支援の手も大いに活用して行きたいも

のです。 
そして、音楽療法で心を和らげ、明日からの療養生活の糧としたいと思いま

す。 
 
 

 日 時  平成２２年３月６日（土） 10:00～15:00 
 

 場 所  しあわせの村 研修館ホール 
       

651-1102 神戸市北区山田町下谷上字中一里山１４－１ 

 
 対象者   難病患者と家族、医療関係者、福祉関係者 

 
 内 容    

 (0)「快適な療養生活を送るために」       10：10～12：00 

（１）“運動するということは”       10：10～10：30 

   神戸市立医療センター中央病院 

         神経内科部長  幸原 伸夫 

“支援者の活用”           10：30～10：50 

   県立尼崎病院 

         副院長     市川 桂二 

“退院後の在宅とのつなぎ”      10：50～11：10 

   神戸市総合児童センター 

     療養指導事業担当 主幹 加藤恵美子 

“質疑応答”             11：10～11：30 

（２） 昼食                 12：00～13：00 

（３）講演「難病患者の音楽療法」      13：00～13：30 

   公立八鹿病院 

         神経内科部長  近藤 清彦 

（４）交流会                13：40～15：00 

司会  公立八鹿病院 音楽療法士 田端 祥子 

① パーキンソン病友の会 あゆみの会による合唱 

② 神戸市看護大学コーラス部による合唱 

 コーラスグループ コーラルレイン 

③ 幸原Ｄｒ・市川Ｄｒ・近藤Ｄｒ“ドクターズ”コーラス 


